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生 長 点 組 織 培 養 に よ る ウ イ ル ス 催 病
Cymbidium の無毒化と抗血清処理の効果
井 上 成 信
/=卜長 点近傍糾織にウイルスが存在 しないとい う報 'L l125)か裁断 こな り,Morel(1952,
1955)が組織培兼を用いてウイルスに感触 した ダリアやシャカイ モからウイルス ･7 リ-
の裡仝植物を作 り出す ことに成功した.その後 こC〕プJ法に よって 多塩類の植物で ウイル
ス ･フリー化の成功がみ られ る卜4･8-L6-24･27). ラソ榊組物では Morel(1960)がモザイク
l)14こ躍った CymbidLum の生長点組織を培正し,鎚全納物が得られたことを祖語したか,
その後詳 しい報雷がみられない,Morelはまたその増感中葉や根を発生す る前に プロ トコ
ーム様球体 (以 下ープロ トコームとい う)が形成 さjLることを発見 し,このことがのちメ リ
タロンと称される繋耕法7･13･26)の日月発の端緒となった.現在この方法が ラソの損 .L'lに広 く
潜及されている. しか し一般に このメリクロン繁相法はたんに 増殖を目的 と しているた
め,活着に安全な大きい組織をLjJり取 って培避す ることとな り,ウイルス ･フ リ-化まで
に七っていないようである.このためJTl_長点組織の大 きさとウイルス除去限昇との関 係に
ついて明らかにしてお くことは ウイルス ･フリー化の基礎として,またその応用 ヒにおい
ても窮要であると考えた.
本報告ではラン4-･HirL物の多棚I.jf.にわたって発生の 多い Odontoglossum ringspo[vlruS
(ORSV)と cymbidium mosalC＼′irus(CyMV)について∴催病 Cymb7dium の生長点
組織の培燕によるウイルス ･フリー化を試みた.その嚢鮫の途中でウイルスの鯉11_i化が非
常に難 しいことが認められた ORSV 椎病憤物については, 分離 した生長点糾織を抗血清




深.朗の;菖潅水する また Cγmbid1mLの加増や試料の鰍判こ協ノ｣された IJりEtl草城助手 ･光畑州_技′r':
に感謝する
実験材料および方法
ORSVおよび CyMV･催病 Cymbidtum はそAlそ′tt接感 して発病 した若い竃を恥 入した.
組織内ウイルスの中和試験 径約 1･5cm 大JIORSV 催病 CymbtdLum の-ルフおよ





1mm に滴り｣りにし,さらに十文字に4等分したもの (l区1片),病う㌣亡は 5mmの長





生長点組織の分離と培葺 附占 Cymbidlumの1!.1･し､苗 および側芽の/J二k′与糾織を分甜
1-j料とした.韮および根を切り落 して水洗L,5%次曲j:･"'L寸言般 カルンユウム溶液に5分間
浸LTiJtして?削iLたのち,殺蘭水で洗浄し,余分の7r(を殺L村/)紙で 吸い取って から,他人
鏡下で 薬節状を とり除き,生長点 机織
(Flg,1)を()1,02,0.3,O.4,05,









































に植えて育成し,その間 ウイルス検査を2- 3回行った. ウイルスの検査は病敷観察,
生物検定 (ORSV ではツルナと Chenopodium alnWanticolorに,CyMV では Datura
slrlamOnium と C.amarlanlicolorに接髄)およびウイ/L,ス粒子の電蚊観察, ときに血清
反応試験を行い,ウイルスの無凝化を判定した,
実 験 結 果
抗血清による組織内ウイルスの中和
ウイルスは同唖ウイルスに対する抗血清と混合すると｢囲 ]されて感染しなくなる.そこ






























HH･excess､10lut)o∫一Onthe[issueWこISremoved by flte｢paper. TheyWere
lhengroLIndln1meofO.lM phosph･llebuffer.pH7.0,andthesap､柑SLlSed
asthelnOCulull.
病原性を調べたツルナでの局部病斑数は,′くルブの 1mm3角片を 1,2時間 および1日

















帯の如 こあたる0.1mmの大きさでも無1封ヒされなかった ものの方が 多く,ORSV滞








































TISSueS Werejm nlerSed for1hourln ORSV-an tlSerum diluted 4 foldinvolume
withculturem edlum ,the excess solution Onthetissue w as removed b y
slerlizedRlterpaper,andHlCn CultLlredonagarmedium.
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1,プロトコームの分割培養による ORSV および CyMV の無毒化
プロトコーム (Fig.2)をl個ずつ分離して培養することにより. ウイルス ･フリー の
植物が縛られるかどうかを調べた その結果は Table3に小したI
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処理を組合せて ウイルスの フリー 化に効果を あげた報倍もある2118･tZl~23).このような場
令,培溢する生艮点組織がより小さいほど触 苗化率が轟くなるが,その大きさはウイルス
あるいは植物の租掛 こよって,また植物の部位によって異なることが知られている18･17)
本報告では ORSVおよび CyMV擢病 Cymbidium の生長点組織の培華によるウイル







で,ORSV惟病 Cymbidium の生長点の半球形組織部まで特異蛍光が認められた (宋報
普)ことによっても考えられた.
























ていると言われ, この｣こうな組織では ORSVや CyMVを鮎眉ヒすることはできないと
いってよいようである.
摘 要
oRSV および CyMV椛病 Cymbidium の生長点瀦L織の培兼によるウイルス ･フリ-
化と抗血清処環の効果について実験した,
1) ORSV聯病 Cymbidium のバルブ小片 (1mm3)を ORSV抗血品 二2時廿 t'たほ
1日間を･utL,よく洗浄してから購砕した租汁液について病原性を調べたところ,病根性
の著しい低下がみられた.
2) ORSV肺病 Cymbidium の生長点組織の培養では,011mmの大きさのl個体が
軸粒化されたのみで,他の 0.1-0.5mm大のものすべてが保毒株となり,ORSVの無ん
化はかなり難しいことが認められた.
3) ORSV曜病 CymbldLum の生長組織 0.i-0,3mm大のものを ORSV 抗血hlJi二1
時間浸.iF'モしたのち培養したところ,34個体中18個体か撫L.-;化され, 抗血清=.処理がウイル
ス ･フリー化に有効であった.
4) CyMV肺病 Cymbidfum の生長点組織の培苑では,0･1-0･3mm大のもの9個
体中8個体が撫Ii化された.
5) 組純増掛こよって形成された多数の プロトコ-ムを分割継代培凍することに よっ































































27.与 良砧,土崎常男,1962.ジ十カイ lー一男醇の組織増超に よる鰍ウイルス化.ulI'LJl,'1報 27:
219-ノ221.















itwasdinTICulttoobtainvlruS-freeplantsfrom ORSV-inFectedones by meansof】ler-
istem cLlture.ButvirLIS-freeplants(18/34,52.9%)Wereobtainedfrom thecLltureof
the0.lto0.3mm longaplCalmerlStem.WhichhadbeenImmersedfor1hourinORSV-






1nfectedCymbldlum merLSlems,A highconcen亡raL10nOfthevlruSWasdetected ln tle
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prolocorrnspropagatedfrorLORSV-infectedplantseventhose1lo3.2mrnlndianleter.
5) Novirus-fr-eeplantswereobtalnedbythecultureofthetipmerlStemOfOl?SV-
infecledprolocorms,butvirus-freeplants(7/90.7.8%)wet-eObtained wlen the0.1to
0.3mm longtissueswereculturedafter1hourimmersioninORSv-anliserum,
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